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パウロはローマ総督のフェリクスに捕えられて2年たちました。裁判は行われず、パウロは監禁されたままでした。それはフェリクスが、ユダヤ人に気に入られようとして監禁していたのでした。フェリクスの治世はうまく行かず、2年でフェリクスの後任者として、フェストゥスがやってきました。フェストゥスは総督として、着任して3日経ってからカイサリアからエルサレムに行きました。着任早々ですから、何と早い訪問でしょうか。ユダヤの世界の力関係はとても複雑なのです。権力者として、ローマ総督、ヘロデ王、そして祭司長達の三つの力がありました。そこにユダヤの民衆の第4の力がぶつかってくるのです。総督と言えどもユダヤ人の中心地エルサレムを無視できないのです。そして、祭司長たちやユダヤ人の主だった人に会いましたが、彼らは、まだユダヤになれていないフェストゥスに圧力をかけて、パウロをエルサレムに送り返すようにと願いました。途中で殺そうと陰謀をたくらんでいたのです。捕えられてから二年もたちますが、ユダヤ人達のパウロに対する憎しみは少しも消えていなかったのです。パウロは監禁されていましたが、そのほうが、よほど安全だったかもしれません。
ここでもローマ人の公平さが表されます。フェストゥスはユダヤ人達の圧力に惑わされること無く、こう言いました。もしその男に不都合なところがあるというのなら、あなた達のうちの有力者が私と一緒に降っていって、告発すればよいのではないか。と言ったのです。このローマ総督の公平な態度に比べ、ユダヤ人達のしつこさ、悪意が目に付きます。ユダヤ人たちは、フェストゥスが着任早々で、ユダヤのことがまだ分からない内に、煙に巻いて、何とかパウロを殺してしまおうと思っている魂胆が見えます。それでも、フェストゥスは8日か10日の間彼らの間で過ごしたと言うのですから、いろいろな歓待を受けまた、表敬を受けたのだと思います。フェストゥスが慎重に冷静にユダヤ人たちとの距離をとって、対応し、ユダヤ人たちに対してもうまく付き合っていこうとしている姿勢が見えてきます。
承
フェストゥスはエルサレムで、10日ほど過ごした後、カイザリアに戻り、翌日裁判を行いました。パウロが出廷すると、エルサレムから下ってきたユダヤ人達が、彼を取り囲んで、重い罪状をあれこれ言い立てたが、それを立証することは出来なかったと記されています。パウロは、ユダヤ人の告発に対して、「私は、ユダヤ人の律法に対しても、神殿に対しても、皇帝に対しても何も罪を犯したことはありません」と弁明しました。フェストゥスは、ユダヤ人に気に入られようと思ってこう言いました。それはきっと、エルサレム滞在中にユダヤ人達に頼まれていたことなのだと思います。フェストゥスはパウロにこういいました。「お前は、エルサレムに上って、そこでこれらのことについて私の前で裁判を受けたいと思うか。」パウロは、エルサレムに上ったら、公平な裁判を受けられないと思いました。幾らフェストゥスの前でも、まだ着任早々で、ユダヤのことを理解できないフェストゥスは、ユダヤ人達の激情の前で正しい判断が出来なくなってしまうと思ったのです。あのピラトがユダヤ人達の群集に押し切られて、イエスを死刑にしたようなことが起こるだろうと思ったのだと思います。それで、パウロは、更に弁明を続けた後に、私は皇帝に上訴します。と言いました。ローマ市民であって、地方で公平な裁判を受けられないと思った重罪人は、皇帝に上訴しますと言うと、上訴が成立するようです。そして上訴が成立すると、もうこれは総督の手に及ぶことではなくなるのです。裁判に関しては責任もなくなります。パウロは、イエスキリストの宣教のために、ローマに行き、そして最終的にはスペインまでも行こうとしていたようですが、形はどうあれ、パウロのローマ行きに対してその道が開かれました。ここにも神様の計画がありました。聖霊の導きだと思います。
　その裁判から数日たって、アグリッパ王がフェストゥスに表敬訪問にやってきました。ベルニケが一緒でした。このアグリッパ王とは、ヘロデ・アグリッパ2世のことで、ヘロデ大王のひ孫に当たります。ベルニケとはヘロデアグリッパ1世の娘で、ヘロデアグリッパ2世とは兄弟になります。何度も夫を変え、結婚がうまく行かず出戻りで、兄弟のアグリッパのところに来ていました。一説によると、二人は、兄弟であり、夫婦であるとなっています。彼らは何日間か一緒にカイザリアに滞在していたので、フェストゥスはパウロの件を相談してみました。アグリッパのほうがユダヤの事情に詳しいと思ったからです。フェストゥスはそのいきさつを詳しく説明しました。そして、彼のこの事件に関する認識は次のようでした。18節と19節です。
使 25:18　告発者たちは立ち上がりましたが、彼について、わたしが予想していたような罪状は何一つ指摘できませんでした。
使 25:19　パウロと言い争っている問題は、彼ら自身の宗教に関することと、死んでしまったイエスとかいう者のことです。このイエスが生きていると、パウロは主張しているのです。
罪とは何かを考えさせられる例です。パウロは、ユダヤ人達の罪の基準に照らすと、死刑です。ですが、ローマ人の基準に照らすと無罪です。ただユダヤ人たちは正しく基準に照らしているわけではないのです。その憎しみによって基準がゆがめられています。パウロは、自分はユダヤの基準に照らしても、無実だと主張しているわけです。人の基準のあいまいさによって、人の命が左右されてしまうと言う恐ろしい話です。。アグリッパ王がその話に興味を抱き、私もその男の言うことを聞いてみたいと思います、と言うと、フェストゥスは、明日お聞きになれますと言って、その場に出られるように招きました。
聖書にはヘロデ王がたくさん出てきますので、聖書の流れと関連しますので、ここで少し復習します。今回のヘロデアグリッパ2世は、ヘロデ大王の孫で、ヘロデ王家最後の王様となる人です。
ヘロデ王家の最初の王様は、ヘロデ大王です。彼はイエス様が生まれたときの王様で、ペツレヘムの2歳以下の男の子を殺した王様です。彼は建築工事に熱心で、地中海海岸に美しいカイザリアの町を築き、荒廃していたサマリアの町を再建し、エルサレム神殿も再建しました。ペトロやパウロが訪れた神殿はこの再建された神殿です。
次のヘロデは、ヘロデ・アンテパスです。ヘロデ大王の子で、兄弟の妻ヘロデヤと結婚したとき、バプテスマのヨハネに諌められた人です。そしてバプテスマのヨハネを殺し、イエス様が捕えられたときにピラトが送り返したヘロデ王とは彼のことです。

次にヘロデ・アグリッパ一世です。彼は、ヘロデ大王の孫に当たります。ユダヤ人に好意を示し、クリスチャンを迫害し、使徒の12章に書いてあるように、ヨハネの兄弟ヤコブを殺すことになります。彼は、神に栄光を帰さなかったために、天使により打ち倒されたと使徒の12章に書いてあります。

　そして最後が、今回出てきたヘロデ・アグリッパ二世と言うことになります。パウロがカイザリアの謁見室で出会った、ヘロデ家最後の王様です。彼は、ユダヤ人の反逆の鎮圧に失敗しました。これは、前のローマ総督フェリクスが交代させられた原因となった鎮圧の失敗です。これもあって、ヘロデ王家はこれで150年の幕を閉じます。イエス様の生涯とパウロの宣教は、実に、このヘロデ王家の歴史と密接に関係して現れてきます。このヘロデ王家もまた、神様に用いられ、イエス様の宣教のために歴史に現れてきてその役目を果たしたのかもしれません。
転

さて、その翌日アグリッパとベルニケは正装して到着しました。千人隊長や、町の主だった人々も出席し、総督の謁見室に入りました。なんとも不思議な光景です。これは裁判では有りません。告発するユダヤ人達はいないのです。その場所も、裁判を行う場所ではなく、謁見室です。意見を述べるところです。そこに正装した錚々たる人物達が居並ぶことになるのです。そこにパウロが引き出されました。そして、24節です。
使 25:24　そこで、フェストゥスは言った。「アグリッパ王、ならびに列席の諸君、この男を御覧なさい。ユダヤ人がこぞってもう生かしておくべきではないと叫び、エルサレムでもこの地でもわたしに訴え出ているのは、この男のことです。
使 25:25　しかし、彼が死罪に相当するようなことは何もしていないということが、わたしには分かりました。ところが、この者自身が皇帝陛下に上訴したので、護送することに決定しました。
フェストゥスはなぜこのような儀式的なことを行ったのでしょうか。既に彼の腹は決まっているのです。ユダヤ人達が生かしておくべきではないと叫んでいるこの男は、死罪に相当するようなことは何もしていないと言うことが、自分にはわかった、と明言しているのです。パウロが皇帝陛下に上訴したので、護送することに決定したと言いました。既に皆決まっているのです。たぶんこのようなメンバーで取り調べを行ったのは、フェストゥスが言った様に、この者について確実なことが、何も陛下に書き送ることが出来ないために、その調査として行ったと言うことではないと思います。それだけならば、何も、このような大勢の錚錚たる人物を集めてやる必要は無いのです。実務的に、事務的に調べることが出来るのです。その理由を推測してみると、これは一つのお披露目でしょう。近年起こったユダヤ人達の暴動のこともあって、また、フェストゥスが着任早々と言う事もあって、自分の行う判断が、決して間違いではないと言うことを、みんなに知らしめることではなかったかと思われます。または、自分の能力を知らしめようとしたのではないでしょうか。フェストゥスは、非常にローマ的な公平に基づいて行動する人物ですが、一方では、ユダヤ人達に気に入られたい、または理解されたいと言う思いが支配的にあった人だと考えられます。
結

強大な権力を持ち、知性的なローマ総督であっても、その心は決して、自由ではないのです。統治を安定させるためには、多くのことに気を使い、バランスさせていかなければなりませんでした。フェストゥス総督は、自分の立場を守るために、皇帝に気を使い、アグリッパ王に気を使い、祭司長たちに気を使い、千人隊長や、町の有力者にも気を使っているのです。それでうまく行くかどうかも分かりません。一方で、パウロは、ただ聖霊の導きに委ねているのです。総督も、祭司長達も、アグリッパ王も恐れず、弟子とした信仰者達にも捉われることなく、ただ聖霊の導きのままに歩んでいくのです。これが本当の自由かもしれません。本当の自由は、自分と言うものが消えて、聖霊が、内に住まわれるイエスキリストが支配するときに現れてくるのかもしれません。聖霊に委ねるとき、私達の思い煩いは消えて、本当の自由と力とが与えられるのだと思います。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様。私たちは自分を守ろうとして、多くのことに気を使い、何とかうまくやっていこうと考えてしまいます。

ですがそれでは、ただ消耗するだけで、本当の実りが与えられないことを知ります。

私たちは信仰者です。イエスキリストを信じるものです。

ただイエスキリストを信じ、聖霊に身も心も委ね、本当に自由な思いとなって、歩んでいくものこそが信仰者です。

主よ、どうか私たちがそのような思いを持って、あなたに従っていくことが出来ますように。

この世には、多くの思い煩いの中にあって、自分を見失い、深い悩みと悲しみの中に有る人々もいます。

私達も、あなたが助けてくださらなければそうなっていたことと思います。

主よ、どうか、あなたによって、この世の悩める人々の心が慰められ、あなたの救いが与えられますように。
あなたの平安が全ての人々の上にありますように。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆パウロ、皇帝に上訴する
使 25:1　フェストゥスは、総督として着任して三日たってから、カイサリアからエルサレムへ上った。
使 25:2　祭司長たちやユダヤ人のおもだった人々は、パウロを訴え出て、彼をエルサレムへ送り返すよう計らっていただきたいと、フェストゥスに頼んだ。途中で殺そうと陰謀をたくらんでいたのである。
使 25:4　ところがフェストゥスは、パウロはカイサリアで監禁されており、自分も間もなくそこへ帰るつもりであると答え、
使 25:5　「だから、その男に不都合なところがあるというのなら、あなたたちのうちの有力者が、わたしと一緒に下って行って、告発すればよいではないか」と言った。
使 25:6　フェストゥスは、八日か十日ほど彼らの間で過ごしてから、カイサリアへ下り、翌日、裁判の席に着いて、パウロを引き出すように命令した。
使 25:7　パウロが出廷すると、エルサレムから下って来たユダヤ人たちが彼を取り囲んで、重い罪状をあれこれ言い立てたが、それを立証することはできなかった。
使 25:8　パウロは、「私は、ユダヤ人の律法に対しても、神殿に対しても、皇帝に対しても何も罪を犯したことはありません」と弁明した。
使 25:9　しかし、フェストゥスはユダヤ人に気に入られようとして、パウロに言った。「お前は、エルサレムに上って、そこでこれらのことについて、わたしの前で裁判を受けたいと思うか。」
使 25:10　パウロは言った。「私は、皇帝の法廷に出頭しているのですから、ここで裁判を受けるのが当然です。よくご存じのとおり、私はユダヤ人に対して何も悪いことをしていません。
使 25:11　もし、悪いことをし、何か死罪に当たることをしたのであれば、決して死を免れようとは思いません。しかし、この人たちの訴えが事実無根なら、だれも私を彼らに引き渡すような取り計らいはできません。私は皇帝に上訴します。」
使 25:12　そこで、フェストゥスは陪審の人々と協議してから、「皇帝に上訴したのだから、皇帝のもとに出頭するように」と答えた。
◆パウロ、アグリッパ王の前に引き出される
使 25:13　数日たって、アグリッパ王とベルニケが、フェストゥスに敬意を表するためにカイサリアに来た。
使 25:14　彼らが幾日もそこに滞在していたので、フェストゥスはパウロの件を王に持ち出して言った。「ここに、フェリクスが囚人として残していった男がいます。
使 25:15　わたしがエルサレムに行ったときに、祭司長たちやユダヤ人の長老たちがこの男を訴え出て、有罪の判決を下すように要求したのです。
使 25:16　わたしは彼らに答えました。『被告が告発されたことについて、原告の面前で弁明する機会も与えられず、引き渡されるのはローマ人の慣習ではない』と。
使 25:17　それで、彼らが連れ立って当地へ来ましたから、わたしはすぐにその翌日、裁判の席に着き、その男を出廷させるように命令しました。
使 25:18　告発者たちは立ち上がりましたが、彼について、わたしが予想していたような罪状は何一つ指摘できませんでした。
使 25:19　パウロと言い争っている問題は、彼ら自身の宗教に関することと、死んでしまったイエスとかいう者のことです。このイエスが生きていると、パウロは主張しているのです。
使 25:20　わたしは、これらのことの調査の方法が分からなかったので、『エルサレムへ行き、そこでこれらの件に関して裁判を受けたくはないか』と言いました。
使 25:21　しかしパウロは、皇帝陛下の判決を受けるときまで、ここにとどめておいてほしいと願い出ましたので、皇帝のもとに護送するまで、彼をとどめておくように命令しました。」
使 25:22　そこで、アグリッパがフェストゥスに、「わたしも、その男の言うことを聞いてみたいと思います」と言うと、フェストゥスは、「明日、お聞きになれます」と言った。
使 25:23　翌日、アグリッパとベルニケが盛装して到着し、千人隊長たちや町のおもだった人々と共に謁見室に入ると、フェストゥスの命令でパウロが引き出された。
使 25:24　そこで、フェストゥスは言った。「アグリッパ王、ならびに列席の諸君、この男を御覧なさい。ユダヤ人がこぞってもう生かしておくべきではないと叫び、エルサレムでもこの地でもわたしに訴え出ているのは、この男のことです。
使 25:25　しかし、彼が死罪に相当するようなことは何もしていないということが、わたしには分かりました。ところが、この者自身が皇帝陛下に上訴したので、護送することに決定しました。
使 25:26　しかし、この者について確実なことは、何も陛下に書き送ることができません。そこで、諸君の前に、特にアグリッパ王、貴下の前に彼を引き出しました。よく取り調べてから、何か書き送るようにしたいのです。
使 25:27　囚人を護送するのに、その罪状を示さないのは理に合わないと、わたしには思われるからです。」
